
エゾマツ有節材の乾燥試験
　　　　　　－板類の節割れ防止－

   1．まえがき

　従来から製材品に現われる節は欠点の一つとして評

価され，木造住宅の柱の墨付けや敷居，鴨居などの仕

上げには，できるだけ節面が室内に出現しないように

配慮されてきた。しかしながら，近年では他の材料で

はつくりえない天然の節を工芸的見地より強調し，イ

ンテリヤに独特のふんいきをかもしだすようにした内

装用有節化粧合板が市販されるようになってきた。

　今回の試験では，壁面に保温性，遮音性，強さに加

えて重厚さをも与える目的で，節の多いエゾマツ厚板

を供試材とし，節割れを最少限におさえて付加価値を

高めるため，14種類の薬剤を節部に塗付して，まず天

然乾燥（以下，天乾と言う）のみによる薬剤の効果に

ついて検討したので参考に供したい。

　2．試験方法

　旭川営林局枝幸営林署において冬山伐採されたエゾ

マツ供試木（2～3等，径級30～36cm，材長365cm）

15本より6月下旬，厚さ24mmの板目板（巾15，20，

25cm）を製材し，変色腐朽が無く樹脂溝の少ない120

枚を供試材とした。供試材に出現した総数1,367コの

節について，節割れの発生率，本数，長さ，巾（0.5

mm以下，0.5～1.0mm，1.0mm以上の3段階に分類

）および割れの伸びを生節，死節別に測定後，第1表
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第1表　処　理　別，供　試　材　節　個　数

に示す条件によって，各薬剤を節の両面に1～2回刷

毛塗りした。

　各処理材は，桟積して6月下旬～7月上旬までの16

日間天乾を行なった後，製材直後と同様に節割れを測

定した。

　3． 試験結果

　処理別の供試材数および生節，死節個数を第1表に

示したが，節総数1,367コのうち生節は1,094コで80％

を占めている。20％を占める死節の節径別出現率を第

1図に示したが，節径10mm以下では生節と同数含ま

れ，節径30mm以上になると10％程度にとどまってお

第1図　節径別生，死節出現率

り，供試材に含まれる節個数は，1m2当り14コ，節
径は平均34mmである。

　薬剤の塗付量

を第1表に示し

たが，2回塗付

についてみる

と，合成樹脂で

は節1m2当り

1200～1500g，

有節材1m2当

り34～50gが塗

付され，PEG

では高分子量の

方が低分子量の

約2倍である。

　供試材の天乾

による含水率経過を第2図に示した。辺材部の初期含

水率は，平均62％で心材部よりも高いが，天乾9日後

からは同じ含水率経過をたどっている。これに対し，

節の初期含水率は低く26％で，天乾後の平均含水率は
無処理，処理ともに12～13％となり，木質部の15％よ

りも低い。

　　　経　過　日　数　　　（日）
第2図　供試材含水率経過

　第3図および第4図に，無処理の生節と死節につい
て，製材直後と天乾終了後における節径別の節割れ発
生率（割れの認められた節数/節総数×100）を示し
た。生節についてみると，節径10mm以下では，製材
直後における節割れは認められないが，約90％が天乾
によって割れている。節径が10mm以上になると，製
材直後に割れが出現し，順次増大して節径が50mm以
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　　　　　　節　　径　　　　　　（mm）
　第3図　節径別割れ発生率（生節）

　　　　　　節　  径　　　　　  （mm）
　第4図　節径別割れ発生率（死節）

　　　　　　　　処　理　の　種  類
　第5図　処理別，節径別，天乾による節割れ発生率（生節）

　　　　　　処理の種類
第6図　死節の天乾による割れ発生率

上になると約80％が天乾前に割れている。これに対し

死節は，20mm以下の節であれば，製材直後はもちろ

んのこと天乾によっても割れの発生は10％以下にとど

まっている。
　天乾における各薬剤処理の効果を節径別の発生率に

ついてみると第5図および第6図のとおりである。

　第5図の生節では，20mm以下の節径に対しては有

効な薬剤が認められる。しかし，径が大きいと効果が
少なくなり，塩ビクリヤー処理のみが各節径について

無処理の1/2程度に抑制している。

　第6図の死節では，全般に天乾による割れの発生が

少なく，生節の約

1/3にとどまって

いる。薬剤別で

は，大径生節で効

力を示したアクリ

ルクリヤーおよび

塩ビクリヤーが，

無処理の約1/2の

発生率に抑制して

いる。

　第7図に各径級の生節について，製材直後の割れ長

さと製材直後の割れが天乾によって伸びた長さおよび

天乾による割れ本数を示した。

  全般に節径が増大するにしたがって，割れ本数およ

び割れ長さが増大し，特に無処理の大きい節径では，

天乾によって多数の割れを生じることがわかる。薬剤

処理の効果は，2，3の薬剤を除いて40mm以上の大

きい節には有効であり，割れ本数は無処理の約1/4，

割れ長さは1/2～1/3に抑制している。しかしながら，

処理前に発生した節割れの伸びを抑制することはむず

かしい。

　節の割れ巾は，0.5mm以下，0.5～1.0mm，1.0mm

以上の3段階に分類して測定したが，各段階にランク

される節割れ本数の比率を節径別に示すと第8図のよ

　うになる。全般に節径が大きくなるにしたがい，割れ

巾も増大する傾向にある。薬剤処理では，PEG，塩

化カルシウムの効果は少ないが，パラフィンやラッ

カー，アクリルクリヤー，塩ビクリヤーなどの合成樹
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脂は，各節径ともに顕著な効果が認められた。

　3．あとがき

　有節材を建物の内，外装用材として利用する場合，

節割れは，その程度にもよるが美観をそこねるのみな

らず，建物や室内の気密性を著しく低減させるものと

思われる。従って，有節合板のように補修することを

有節材についても行なわなければならないが，自然の

節の美しさを十分に表現するためにも節割れやヌケ節

のない乾燥材を供給することが先決であると思われ

る。

　本試験結果からみて，先ず製材直後の節割れ発生率

が数％以下にとどまる節径20mm以下の生節又は死節

を利用することが必要であろう。

　しかしながら，生節は天乾によって90％以上の節に

割れが発生するので，塩化ビニール系合成樹脂を節部

に塗付すれば，割れ巾を半減させることができる。な

お，処理に要する

薬剤費は，第1表

の塗付量から試算

して，有節材1m2

当り10～20円程度

である。又，死節

は，節径が20mm

以下であれば，製

材直後はもとより

天乾によっても割

れ発生率が少ない

ので，この利用に

あたっては，ヌケ

節の防止について

更に検討を要す

る。

　今回使用した合

成樹脂は，これま

で原木の木口割れ

防止剤として試験

を行ったうち，4
ヵ月間にわたって木口割れを防止した薬剤であるが，

本試験のように木質部と節部との乾燥応力の差が一因

と考えられる節割れに対しては，完全な効果を期待で

きないようである。

　今後，有節材の需要拡大をはかるためには，建物の

内，外装材に重点をおかなけれはならないが，内装材

については，低含水率と寸度安定が要求されるので，

人工乾燥による薬剤の効果について検討すると同時

に，有節材が無節材の優雅さと同等以上に節の装飾的

価値が市場で認められる必要がある。すなわち，節の

大きさ，形状，密度，位置，生節，死節および有節材

の巾，色調，配列などによって選別しておき，工芸的

な面からこれらの因子を壁面単位に組合せて，それぞ

れのパターンを作り，需要に応じて適宜選別できるよ

うにしておけば，商品価値が著しく高まり，大量需要

の可能性が期待できるであろう。

　　　　　　　　　　　　　－木材部　乾燥科－

　　　　　　　　　　　　（原稿受理　45．12．23）

　　　　　　　処　理　の　種　類
第7図　処理別，節径別，節1コ当りの総割れ長さ（生節）

　　　　　　　処　理　の　種  類
第8図　節径別，割れ巾別比率（生節）


